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よって Common Support に含まれるサンプルを抽出する。第二に、Common 
Support に入ったサンプルを用い、アウトカムであるストレスダミーの選択確
率を順序ロジットモデルで計算する。 









































第 1節 日本の労働者の労働時間 
 日本の労働者の労働時間は、ここ数年で高止まりの状況にある。図 1 におい
て、青い折れ線グラフに注目すると、平成 5 年時点での一般労働者1の年間総実
労働時間は 2,045時間である。直近 3年で見てみると、平成 27年は 2,026時間、
28年は 2,024時間、そして 29年は 2,026時間である。このように、日本の一般
労働者の年間総実労働時間は 2,000時間強で、高止まりの様相を見せている。 
図１ 就業形態別年間総実労働時間及びパートタイム労働者比率の推移 
出所：厚生労働省(2018)「平成 29 年度 我が国における過労死等の概要及び政
府が過労死等の防止のために講じた施策の状況」より引用 https://www.mhlw.





                                                     
1 労働政策研究・研修機構(JILPT)「統計情報 Q&A:一般労働者、標準労働者」、https://www.























図 2 産業別年間総実労働時間の推移 
出所：厚生労働省「毎月勤労統計調査 結果確報」（平成 25-29 年）より筆者作
成 




























































































































図 3 常用雇用及び労働異動率 
出所：厚生労働省「毎月勤労統計調査 平成 29年結果確報」より引用 
https://www.mhlw.go.jp/toukei/itiran/roudou/monthly/29/29r/29r.html (閲覧
日：2018 年 12 月 13 日) 
 






う意味での原則的上限である8。労働基準法 32条 1項（以下、労基法）により 1

















前年比 前年差 前年差 前年差
就業形態計 千人 ％ ％ ﾎﾟｲﾝﾄ ％ ﾎﾟｲﾝﾄ ％ ﾎﾟｲﾝﾄ 
調 査 産 業 計 50,031 2.5 30.77 0.06 2.15 0.00 2.04 0.00 
鉱業，採石業等 20 -5.4 7.39 -1.25 1.10 -0.25 1.74 0.18 
建　　設　　業 3,023 4.7 6.00 0.43 1.34 -0.06 1.23 -0.08 
製　　造　　業 8,108 0.7 13.35 -0.79 1.17 0.00 1.11 -0.04 
電気 ・ ガス業 279 -0.4 3.57 -0.66 1.25 -0.30 1.31 -0.24 
情 報 通 信 業 1,550 2.7 4.83 -0.17 1.80 0.06 1.68 0.06 
運輸業，郵便業 3,381 1.7 17.33 -1.38 1.55 -0.15 1.54 -0.15 
卸売業，小売業 9,039 1.5 44.28 0.12 2.07 -0.01 2.02 0.00 
金融業，保険業 1,429 -0.1 12.64 0.48 1.70 -0.11 1.76 -0.01 
不動産・物品賃貸業 754 3.1 23.27 0.62 2.16 -0.03 2.09 0.09 
学 術 研 究 等 1,430 3.1 11.03 -0.44 1.54 -0.11 1.50 -0.01 
飲食サービス業等 4,864 5.8 77.35 0.59 4.41 -0.13 4.24 -0.04 
生活関連サービス等 1,821 3.8 48.91 -0.44 3.18 0.09 3.01 0.06 
教育，学習支援業 3,259 6.2 30.49 -0.17 3.22 0.32 2.78 0.20 
医　療，福　祉 6,808 2.4 30.23 -0.41 1.90 0.00 1.78 0.04 
複合サービス事業 340 0.0 14.26 0.77 1.85 -0.06 1.88 -0.06 
その他のサービス業 3,926 3.0 30.27 1.11 2.51 0.03 2.33 -0.03 













 最終的に、時間外労働に実質的な歯止めをかけるため、2019 年 4 月 1 日（中
小企業は 2020 年 4 月 1 日）から施行されるいわゆる働き方改革関連法により、
時間外労働の上限は月 45時間、年 360時間を原則とし、臨時的な特別な事情が
ある場合でも年 720 時間、単月 100 時間未満（休日労働含む）、複数月平均 80
時間（休日労働含む）に定められた13。 
 

























年には 55.7%、2016年には 59.5%の労働者がストレスを感じている。 
では、建設業においてストレスを感じている労働者の割合はどうか。その割







は、2013 年には 43.7%がストレスを感じていたが、2015 年に 49.5%に上昇し、
その後再び 48.5%に下がっている。 
  
第 4節 建設労働者を取り巻く環境 
 本節では、建設労働者を取り巻く環境について総覧していく。図 5 は、労働
者 1 人平均の年間の年休取得日数（全労働者、建設業、鉱業・採石業・砂利採
取業、運輸業・郵便業）を示している。 
                                                     





















                                                     
16 国土交通省(2018)「建設業働き方改革加速化プログラム」を策定 ～官民一体となって建
設業の働き方改革を加速～」、http://www.mlit.go.jp/common/001226491.pdf（閲覧日：2019
年 1 月 5 日）。 
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第 2 章 リサーチクエスチョンと仮説ならびに先行研究 
第 1節 リサーチクエスチョンと仮説 


























                                                     
39 「新国立工事 81 社是正勧告 違法残業など月 150 時間超も」『読売新聞』2017 年 9 月
30 日朝刊、p.30。 
40 本稿では、長時間労働の定義を、長時間働くと過労死につながることを見据え、厚生労
働省が定める過労死基準を参考にする。厚生労働省の通達（平 13・12・12 基発 1063 号）
によれば、過労死基準は過労死（脳・心疾患）が起こる 1 カ月前における時間外労働が 100














































第 3 章 データと推計モデル 























                                                     
43 東京大学社会科学研究所附属社会調査・データアーカイブセンター、https://ssjda.iss.u-
tokyo.ac.jp/Direct/gaiyo.php?eid=1093（閲覧日：2019 年 1月 2日）。 
44 日本建設産業職員労働組合協議会(2016)「2015時短アンケートの概要 生活実態・意識調
査 調査年報 No.275 ダイジェスト」、http://nikkenkyo.jp/downL/jitan_digest/2015jitan_di
gest.pdf#search=%27%E6%97%A5%E5%BB%BA%E5%8D%94+%E6%99%82%E7%9F%
AD%E3%82%A2%E3%83%B3%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%83%88%27（閲覧日：20






























𝑝𝑖𝑗 = 𝛷(𝛼 + 𝛽𝑥𝑖)・・・(1) 
 
とおくことができる。 
                                                     
45 なお、日本建設産業職員労働組合協議会の担当者に、2015年のアンケートの年収におけ
る設問で、「年収なし」と答えた人たちはどのような属性かヒアリングを行ったところ、「設















                         𝑃𝑖𝑗 = 𝑝𝑟(𝑦𝑗 = 𝑖) = 𝑝𝑟(𝑘𝑖−1 < 𝑥𝑗𝛽 + 𝑢 ≤ 𝑘𝑖)  
              =
1
1 + 𝑒𝑥𝑝(−𝑘𝑖 + 𝑥𝑗𝛽)
−
1


































                                                     
51 1カ月の残業時間は、2015年 11月の残業時間である。この残業時間から長時間労働ダミ
ー①・②を作成している。年休の取得日数は、2014 年 12月から 2015年 11月までの取得日
数。また、年収は 2014年の税込年収。 
標本数 平均値 標準偏差 最小値 最大値
11,713 2.260 0.959 1 5
11,713 0.200 0.400 0 1
11,713 0.486 0.500 0 1
11,713 0.184 0.387 0 1
11,713 0.112 0.316 0 1
11,713 0.017 0.130 0 1
11,834 0.900 0.300 0 1
11,834 0.100 0.300 0 1
11,839 38.819 9.654 18 63
11,868 0.362 0.480 0 1
11,868 0.638 0.480 0 1
11,752 3.071 1.487 1 9
10,145 0.672 0.470 0 1
10,145 0.328 0.470 0 1
11,593 3.362 5.074 0 42
11,341 58.896 42.994 0 292
11,341 0.297 0.457 0 1
11,341 0.180 0.384 0 1
11,682 0.042 0.201 0 1
11,682 0.176 0.381 0 1
11,682 0.250 0.433 0 1
11,682 0.532 0.499 0 1
11,736 0.044 0.204 0 1
11,736 0.126 0.332 0 1
11,736 0.179 0.383 0 1
11,736 0.085 0.279 0 1
11,736 0.047 0.212 0 1
11,736 0.226 0.419 0 1
11,736 0.032 0.175 0 1
11,736 0.121 0.326 0 1
11,736 0.101 0.302 0 1
11,736 0.034 0.181 0 1











































11,760 0.030 0.170 0 1
11,760 0.100 0.300 0 1
11,760 0.026 0.159 0 1
11,760 0.429 0.495 0 1
11,760 0.097 0.296 0 1
11,760 0.028 0.165 0 1
11,760 0.145 0.352 0 1
11,760 0.041 0.198 0 1
11,760 0.021 0.145 0 1
11,760 0.056 0.229 0 1
11,760 0.028 0.164 0 1
11,678 0.255 0.436 0 1
11,678 0.310 0.462 0 1
11,678 0.420 0.494 0 1
11,678 0.002 0.040 0 1
11,678 0.013 0.114 0 1
11,803 0.155 0.362 0 1
11,803 0.058 0.235 0 1
11,803 0.272 0.445 0 1
11,803 0.278 0.448 0 1
11,803 0.013 0.114 0 1
11,803 0.132 0.338 0 1
11,803 0.021 0.144 0 1
11,803 0.052 0.223 0 1
11,803 0.015 0.121 0 1
11,803 0.002 0.050 0 1
11,597 0.239 0.427 0 1
11,597 0.218 0.413 0 1
11,597 0.268 0.443 0 1
11,597 0.274 0.446 0 1
11,545 0.225 0.418 0 1
11,545 0.300 0.458 0 1
11,545 0.267 0.443 0 1

















































ダミー①を見ると、約 30%の労働者が 1 カ月の残業時間が 80 時間以上であるこ
とがわかる。また、長時間労働ダミー②において、約 19%の労働者が 1 カ月に





























続いて、図 6は、1 カ月の残業時間を年収別で見た場合の箱ひげ図である。 
図 6 箱ひげ図（1カ月の残業時間を年収別で見た場合） 
出所：「時短アンケート兼生活実態・意識調査 2015」の分析結果より筆者作成 
 
年収が 450 万未満(0 を除く)の労働者における 1 カ月の残業時間の中央値は、
他の年収における 1カ月の残業時間の中央値よりも低い。これは、450 万未満(0
を除く)のカテゴリーにいる労働者は最も残業をしていないと考えることがで
























































1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5







ストレスダミー 1(非常に感じている)、ストレスダミー 2(やや感じている)、ストレスダミー  3(どちらともいえない)、ストレスダミー 4(あまり感じていない)、ストレスダミー 5(感じていない)
Graphs by 年収ダミー :450万未満(0を除く)、450万以上～600万未満、600万以上～750万未満、750万以上
17 
 




























































































































































































 以下には図 8 として、傾向スコアマッチング（長時間労働ダミー①[80 時間]
の場合）によるバイアスの削減率を示している。 












































































































0 .2 .4 .6 .8
Pr(overtime_dummy)
density: Pr(長時間労働ダミー ①　1：80時間以上) density: Pr(長時間労働ダミー ①　0：80時間未満)
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第 2項 順序ロジット分析 






表 3 順序ロジット分析の推計表（長時間労働ダミー①[80 時間]の場合） 
 
出所：「時短アンケート兼生活実態・意識調査 2015」の分析結果より筆者作成 
-0.925*** 0.164*** 0.017*** -0.097*** -0.073*** -0.011***
(0.054) (0.010) (0.005) (0.006) (0.005) (0.001)
0.130 -0.023 -0.002 0.014 0.010 0.002
(0.086) (0.015) (0.002) (0.009) (0.007) (0.001)
0.176** -0.031** -0.003* 0.019** 0.014** 0.002**
(0.079) (0.014) (0.002) (0.008) (0.006) (0.001)
0.113 -0.020 -0.002 0.012 0.009 0.001
(0.089) (0.016) (0.002) (0.009) (0.007) (0.001)
0.010 -0.002 0.000 0.001 0.001 0.000
(0.006) (0.001) (0.000) (0.001) (0.000) (0.000)
-1.465 0.260 0.028 -0.154 -0.116 -0.018
(1.055) (0.187) (0.021) (0.111) (0.084) (0.013)
-0.071** 0.013** 0.001* -0.008* -0.006* -0.001*
(0.037) (0.006) (0.001) (0.004) (0.003) (0.000)
0.066* -0.012* -0.001* 0.007* 0.005* 0.001*
(0.037) (0.006) (0.001) (0.004) (0.003) (0.000)
-0.068 0.012 0.001 -0.007 -0.005 -0.001
(0.073) (0.013) (0.001) (0.008) (0.006) (0.001)
0.006 -0.001 0.000 0.001 0.000 0.000
(0.021) (0.004) (0.000) (0.002) (0.002) (0.000)
-0.215 0.038 0.004 -0.023 -0.017 -0.003
(0.154) (0.027) (0.003) (0.016) (0.012) (0.002)
-0.212** 0.038** 0.004** -0.022** -0.017** -0.003**
(0.086) (0.015) (0.002) (0.009) (0.007) (0.001)
0.149** -0.026** -0.003** 0.016** 0.012** 0.002**
(0.061) (0.011) (0.001) (0.006) (0.005) (0.001)
5267 5267 5267 5267 5267 5267
0.027
-6574.032




















































































第 1項 傾向スコアマッチング 
 ここでの傾向スコアマッチングも、あくまでサンプルのバイアスを削減するこ
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図 11 傾向スコアマッチング（長時間労働ダミー②[100 時間]の場合）におけ











































0 .2 .4 .6
Pr(overtime_dummy)
density: （長時間労働ダミー ②　1：100時間以上) density: Pr(長時間労働ダミー ②　0：100時間未満)
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第 2項 順序ロジット分析 





表 5 順序ロジット分析の推計表（長時間労働ダミー②[100 時間]の場合） 
 
出所：「時短アンケート兼生活実態・意識調査 2015」の分析結果より筆者作成 
-0.963*** 0.190*** -0.022*** -0.093*** -0.063*** -0.012***
(0.070) (0.014) (0.006) (0.008) (0.005) (0.002)
0.158 -0.031 0.004 0.015 0.010 0.002
(0.109) (0.022) (0.003) (0.011) (0.007) (0.001)
0.342*** -0.067*** 0.008** 0.033*** 0.022*** 0.004***
(0.102) (0.020) (0.003) (0.010) (0.007) (0.001)
0.417*** -0.082*** 0.009** 0.040*** 0.027*** 0.005***
(0.119) (0.023) (0.004) (0.012) (0.008) (0.002)
0.011 -0.002 0.000 0.001 0.001 0.000
(0.008) (0.002) (0.000) (0.001) (0.001) (0.000)
0.563 -0.111 0.013 0.054 0.037 0.007
(1.487) (0.293) (0.034) (0.144) (0.098) (0.018)
-0.005 0.001 0.000 0.000 0.000 0.000
(0.051) (0.010) (0.001) (0.005) (0.003) (0.001)
-0.017 0.003 0.000 -0.002 -0.001 0.000
(0.051) (0.010) (0.001) (0.005) (0.003) (0.001)
-0.077 0.015 -0.002 -0.007 -0.005 -0.001
(0.096) (0.019) (0.002) (0.009) (0.006) (0.001)
-0.031 0.006 -0.001 -0.003 -0.002 0.000
(0.026) (0.005) (0.001) (0.003) (0.002) (0.000)
-0.414** 0.082** -0.009* -0.040** -0.027** -0.005**
(0.202) (0.040) (0.005) (0.020) (0.013) (0.003)
-0.395*** 0.078*** -0.009** -0.038*** -0.026*** -0.005***
(0.113) (0.022) (0.004) (0.011) (0.007) (0.002)
0.019 -0.004 0.000 0.002 0.001 0.000
(0.081) (0.016) (0.002) (0.008) (0.005) (0.001)














































 長時間労働ダミー②(1 : 1 カ月の残業時間が 100 時間以上) が、どのストレ
スダミーに対しても有意になっている。1 カ月の残業時間が 100 時間になると、
ストレスの感じ方ダミー1（非常に感じている）を選択する確率は、19%上がる。
なお、1 カ月の残業時間が 100 時間になると、ストレスの感じ方ダミー2（やや










いる。年収が 600 万以上～750 万未満の場合、ストレスの感じ方ダミー1（非常
に感じている）を選択する確率は 6.7%下がる。他方、ストレスダミー5（感じて






















第 5 章 結論 
第 1節 推定結果の考察 
長時間労働ダミー①(1:1 カ月の残業時間が 80 時間以上)の考察を最初に行っ
























 次に、長時間労働ダミー②(1:1 カ月の残業時間が 100時間以上)の考察を行っ
ていく。順序ロジット分析の結果から、長時間労働になるとストレスダミー1（非
常に感じている）を選択する確率がおよそ 19%上昇することが有意に示された。
その選択確率は、長時間労働ダミー①(1:1 カ月の残業時間が 80 時間以上)場合
と比べて 3%ほど高い。長時間労働でも、長時間労働ダミー②(1:1カ月の残業時
間が 100時間以上)の方がよりストレスを感じることが示された。 
                                                     

















第 2節 政策的含意 
 本研究では、年収の高さがストレスを減殺することが明らかになった。長時
間労働ダミー①(1:1 カ月の残業時間が 80 時間以上)においては年収が 600 万以
上～750 万未満の場合に、また長時間労働ダミー②(1:1 カ月の残業時間が 100













                                                     
55 年休の買い上げとは、使いきれなかった年休を使用者が買い取る制度である。なお、使




































                                                     
57 M. Virtanen et al. (2011)では、週当たり５５時間以上働く公務員は週当たり３５時間～
４０時間働く公務員と比べ、抑うつ症状の発症リスクが 1.66 倍、また精神不安症状の発症
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い(労安衛法 66 条の 10 第 2 項)。しかし、ストレスチェックの結果のみによる
差別は、条文に規定がなく59、したがってそのような差別が起こる可能性は否定
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た判例が 2000年の電通事件最高裁判決65である。この事件は 1990年 4 月に Y(株
式会社電通)に入社した A が、過重な長時間労働などが原因でうつ病に罹患し、




















にした。しかし、KDDI では 9 時始業、17 時半終業であるため、8 時間のイン
ターバルを念頭に置いたとしても、25時までは残業が可能になっている。結局、
8 時間のインターバルの実効性は乏しいともいえるのである。この点について
KDDI の担当者は、「通信障害で朝 6時に終わったら 9時に始業しないといけな
                                                     
65 最二小判平 12・3・24民集 54巻 3号 1155頁。 
66 長時間労働や業務過多などによって脳疾患や心疾患を発症し、過労死に至った判例とし
ては、最一小判平 20・3・27 集民第 227号 554頁(NTT 東日本事件)など。これは、業務上の
過重負荷などを抱えた Aが墓参りに出かけた際に急性心筋虚血を発症し、墓の前で死亡し














にする。ある企業 X は始業が 9 時、また終業が 18 時で 11 時間の勤務時間イン



























                                                     
70 新井栄三(2015)「特集 労働時間管理と多様な働き方―ワークスタイルの変革に向けて」








Matched Treated Control %bias |bias| t  p>|t| V(C)
U 0.988 0.876 45.30 17.220 0.000 .
M 0.988 0.989 -0.60 98.7 -0.500 0.615 .
U 36.852 39.457 -27.50 -11.870 0.000 0.87*
M 36.852 36.936 -0.90 96.8 -0.340 0.736 0.97
U 36.492 34.942 11.70 4.700 0.000 0.39*
M 36.492 36.624 -1.00 91.5 -0.490 0.627 0.99
U 2.978 3.032 -3.70 -1.650 0.100 1.06
M 2.978 2.954 1.60 56.5 0.590 0.554 1.01
U 0.708 0.658 10.70 4.650 0.000 .
M 0.708 0.713 -1.20 88.9 -0.450 0.654 .
U 0.360 0.357 0.50 0.200 0.840 .
M 0.360 0.353 1.30 -183.1 0.480 0.630 .
U 0.236 0.215 4.90 2.170 0.030 .
M 0.236 0.228 1.90 60.6 0.710 0.480 .
U 0.264 0.266 -0.30 -0.140 0.889 .
M 0.264 0.284 -4.50 -1305.9 -1.640 0.101 .
U 0.186 0.223 -9.10 -3.930 0.000 .
M 0.186 0.171 3.70 58.9 1.450 0.147 .
U 0.054 0.044 4.80 2.140 0.032 .
M 0.054 0.055 -0.30 92.9 -0.120 0.905 .
U 0.185 0.120 18.30 8.320 0.000 .
M 0.185 0.179 1.60 91 0.560 0.574 .
U 0.058 0.094 -13.90 -5.810 0.000 .
M 0.058 0.054 1.50 89 0.650 0.516 .
U 0.037 0.050 -6.50 -2.750 0.006 .
M 0.037 0.026 5.20 19.2 2.240 0.025 .
U 0.224 0.236 -3.00 -1.310 0.191 .
M 0.224 0.243 -4.50 -51.6 -1.670 0.095 .
U 0.020 0.036 -9.90 -4.110 0.000 .
M 0.020 0.019 0.20 97.8 0.100 0.922 .
U 0.092 0.128 -11.50 -4.890 0.000 .
M 0.092 0.092 0.00 100 0.000 1.000 .
U 0.120 0.104 5.00 2.200 0.028 .
M 0.120 0.122 -0.70 85.9 -0.250 0.803 .
U 0.057 0.018 20.80 10.230 0.000 .
M 0.057 0.056 0.80 96.2 0.240 0.814 .
U 0.004 0.004 0.20 0.080 0.939 .
M 0.004 0.002 3.40 -1808.7 1.420 0.157 .
U 0.214 0.266 -12.20 -5.270 0.000 .
M 0.214 0.215 -0.30 97.2 -0.130 0.895 .
U 0.382 0.277 22.40 9.970 0.000 .
M 0.382 0.399 -3.60 83.8 -1.280 0.201 .
U 0.001 0.002 -1.60 -0.660 0.510 .
M 0.001 0.001 1.00 37.1 0.450 0.655 .
U 0.006 0.014 -7.90 -3.210 0.001 .
































U 0.061 0.196 -41.40 -16.610 0.000 .
M 0.061 0.061 -0.20 99.5 -0.110 0.910 .
U 0.019 0.083 -29.50 -11.540 0.000 .
M 0.019 0.019 0.00 100 0.000 1.000 .
U 0.418 0.190 51.10 23.520 0.000 .
M 0.418 0.420 -0.60 98.9 -0.190 0.847 .
U 0.002 0.019 -16.80 -6.360 0.000 .
M 0.002 0.001 0.40 97.8 0.330 0.739 .
U 0.012 0.175 -58.50 -22.070 0.000 .
M 0.012 0.013 -0.30 99.6 -0.250 0.804 .
U 0.018 0.022 -2.60 -1.130 0.257 .
M 0.018 0.019 -0.80 70.3 -0.300 0.765 .
U 0.003 0.073 -37.60 -14.010 0.000 .
M 0.003 0.002 0.20 99.5 0.280 0.781 .
U 0.001 0.021 -18.80 -7.060 0.000 .
M 0.001 0.001 0.70 96.3 0.820 0.414 .
U 0.002 0.002 -1.00 -0.440 0.662 .
M 0.002 0.002 -0.80 20.6 -0.300 0.763 .
U 0.044 0.026 9.60 4.440 0.000 .
M 0.044 0.038 3.40 64.7 1.160 0.245 .
U 0.028 0.024 2.90 1.310 0.189 .
M 0.028 0.030 -0.90 68.6 -0.320 0.747 .
U 0.341 0.473 -27.20 -11.770 0.000 .
M 0.341 0.335 1.10 96.1 0.400 0.688 .
U 0.116 0.090 8.40 3.780 0.000 .
M 0.116 0.106 3.40 59.8 1.210 0.226 .
U 0.028 0.027 1.10 0.480 0.634 .
M 0.028 0.044 -9.70 -795.9 -3.120 0.002 .
U 0.162 0.152 2.70 1.190 0.232 .
M 0.162 0.170 -2.20 18 -0.800 0.423 .
U 0.050 0.041 4.00 1.790 0.073 .
M 0.050 0.047 1.40 64.8 0.510 0.613 .
U 0.025 0.018 4.60 2.100 0.036 .
M 0.025 0.030 -3.30 29.1 -1.080 0.280 .
U 0.064 0.050 6.10 2.730 0.006 .
M 0.064 0.056 3.30 45 1.200 0.230 .
U 0.040 0.018 12.90 6.110 0.000 .




















* if B>25%, R outside [0.5; 2]
                                                                                   
 Matched     0.005     38.04    0.645      1.8       1.1      16.7    1.03      0
 Unmatched   0.215   2403.73    0.000     14.0       9.4     124.6*   0.25*    67
                                                                                   
 Sample      Ps R2   LR chi2   p>chi2   MeanBias   MedBias      B      R     %Var
                                                                                   
* if variance ratio outside [0.93; 1.08] for U and [0.93; 1.08] for M




図表 2 傾向スコアマッチング（長時間労働ダミー①[80 時間]の場合）におけ 
る Common Support（ヒストグラム） 
出所：「時短アンケート兼生活実態・意識調査 2015」の分析結果より筆者作成 
 















0 .2 .4 .6 .8
Propensity Score
Untreated Treated
      Total        1,606      100.00
                                                
          9            2        0.12      100.00
         8            4        0.25       99.88
          7           10        0.62       99.63
          6           11        0.68       99.00
         5           23        1.43       98.32
          4           65        4.05       96.89
          3          148        9.22       92.84
          2          371       23.10       83.62
          1          972       60.52       60.52
                                                
   controls        Freq.     Percent        Cum.
    matched  
  weight of  
  psmatch2:  
45 
 




Matched Treated Control %bias |bias| t  p>|t| V(C)
U 0.987 0.892 40.80 12.27 0.000 .
M 0.987 0.991 -1.80 95.5 -1.19 0.234 .
U 36.015 39.269 -34.70 -12.45 0.000 0.86*
M 36.015 35.593 4.50 87 1.34 0.182 0.98
U 35.646 35.345 2.30 0.76 0.444 0.41*
M 35.646 35.364 2.20 6.3 0.83 0.406 1.04
U 2.914 3.038 -8.50 -3.18 0.001 1.09
M 2.914 2.950 -2.50 70.7 -0.70 0.485 0.98
U 0.724 0.661 13.60 4.92 0.000 .
M 0.724 0.757 -7.10 47.6 -2.15 0.032 .
U 0.379 0.354 5.40 1.98 0.048 .
M 0.379 0.395 -3.30 38.7 -0.93 0.352 .
U 0.237 0.218 4.60 1.71 0.088 .
M 0.237 0.238 -0.30 93.7 -0.08 0.935 .
U 0.255 0.268 -3.00 -1.09 0.277 .
M 0.255 0.283 -6.40 -114.4 -1.81 0.070 .
U 0.181 0.219 -9.50 -3.42 0.001 .
M 0.181 0.158 5.80 39.2 1.77 0.078 .
U 0.054 0.045 3.80 1.42 0.155 .
M 0.054 0.049 2.20 40.5 0.63 0.526 .
U 0.193 0.127 18.10 7.07 0.000 .
M 0.193 0.200 -1.80 89.9 -0.48 0.630 .
U 0.062 0.088 -10.00 -3.49 0.000 .
M 0.062 0.072 -3.70 63 -1.12 0.264 .
U 0.035 0.049 -7.20 -2.51 0.012 .
M 0.035 0.029 3.00 57.7 1.00 0.319 .
U 0.209 0.238 -6.80 -2.48 0.013 .
M 0.209 0.210 -0.10 97.9 -0.04 0.966 .
U 0.017 0.035 -11.10 -3.69 0.000 .
M 0.017 0.012 3.10 72.2 1.16 0.245 .
U 0.084 0.125 -13.30 -4.65 0.000 .
M 0.084 0.077 2.40 82 0.77 0.441 .
U 0.128 0.104 7.30 2.76 0.006 .
M 0.128 0.143 -4.70 34.8 -1.27 0.203 .
U 0.061 0.022 19.60 8.53 0.000 .
M 0.061 0.056 2.70 86 0.67 0.504 .
U 0.004 0.004 -0.10 -0.05 0.958 .
M 0.004 0.004 0.90 -553.1 0.28 0.781 .
U 0.191 0.263 -17.20 -6.09 0.000 .
M 0.191 0.181 2.60 84.7 0.81 0.420 .
U 0.384 0.291 19.70 7.41 0.000 .
M 0.384 0.369 3.20 83.6 0.90 0.369 .
U 0.001 0.002 -1.00 -0.35 0.730 .
































U 0.051 0.179 -41.00 -13.10 0.000 .
M 0.051 0.056 -1.60 96.2 -0.62 0.536 .
U 0.018 0.074 -26.70 -8.38 0.000 .
M 0.018 0.013 2.30 91.2 1.12 0.264 .
U 0.428 0.220 45.60 17.80 0.000 .
M 0.428 0.432 -0.90 98 -0.25 0.805 .
U 0.002 0.016 -15.30 -4.59 0.000 .
M 0.002 0.004 -1.90 87.4 -1.00 0.317 .
U 0.004 0.154 -57.70 -16.76 0.000 .
M 0.004 0.004 0.20 99.6 0.28 0.781 .
U 0.014 0.023 -6.40 -2.19 0.028 .
M 0.014 0.014 0.00 100 0.00 1.000 .
U 0.002 0.063 -34.60 -10.08 0.000 .
M 0.002 0.002 0.00 100 0.00 1.000 .
U 0.001 0.019 -18.60 -5.40 0.000 .
M 0.001 0.001 0.00 100 0.00 1.000 .
U 0.001 0.003 -4.80 -1.50 0.134 .
M 0.001 0.000 1.50 67.9 1.00 0.317 .
U 0.043 0.029 7.50 2.95 0.003 .
M 0.043 0.035 4.60 39.4 1.26 0.207 .
U 0.033 0.023 5.80 2.24 0.025 .
M 0.033 0.033 0.00 100 0.00 1.000 .
U 0.340 0.454 -23.50 -8.52 0.000 .
M 0.340 0.369 -6.00 74.5 -1.75 0.080 .
U 0.132 0.090 13.20 5.15 0.000 .
M 0.132 0.128 1.20 91.2 0.31 0.756 .
U 0.028 0.027 0.70 0.25 0.806 .
M 0.028 0.024 2.20 -236.9 0.66 0.512 .
U 0.147 0.157 -2.60 -0.96 0.338 .
M 0.147 0.142 1.50 42 0.45 0.655 .
U 0.039 0.045 -2.90 -1.06 0.289 .
M 0.039 0.037 0.90 69.1 0.27 0.784 .
U 0.027 0.019 5.30 2.06 0.039 .
M 0.027 0.029 -1.60 69.2 -0.42 0.672 .
U 0.069 0.050 7.70 2.97 0.003 .
M 0.069 0.054 6.20 19.9 1.74 0.081 .
U 0.040 0.021 10.80 4.41 0.000 .




















* if B>25%, R outside [0.5; 2]
                                                                                   
 Matched     0.007     33.93    0.775      2.5       2.2      20.3    1.27      0
 Unmatched   0.180   1560.92    0.000     14.2       9.0     118.0*   0.21*    67
                                                                                   
 Sample      Ps R2   LR chi2   p>chi2   MeanBias   MedBias      B      R     %Var
                                                                                   




図表 5 傾向スコアマッチング（長時間労働ダミー②[100 時間]の場合）におけ 
る Common Support（ヒストグラム） 
出所：「時短アンケート兼生活実態・意識調査 2015」の分析結果より筆者作成 
 





0 .2 .4 .6
Propensity Score
Untreated Treated
      Total        1,202      100.00
                                                
          6            3        0.25      100.00
          5            6        0.50       99.75
          4           18        1.50       99.25
          3           76        6.32       97.75
          2          198       16.47       91.43
          1          901       74.96       74.96
                                                
   controls        Freq.     Percent        Cum.
    matched  
  weight of  
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